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現代の日本人が最も大切にする価値は健康
ですが，一方で，最も不安に感じているのも
健康です。そこから，健康を求めれば求める
ほど不安が高まり，いつまでたっても自分の
健康に安心できない現代人の不幸が見えてき
ます。この本は，そのような現代社会の矛盾，
現代人の不幸を読み解いた本です。
現代人の大多数は，病気など異常のない状

態を健康と考えています。この健康観は，単
一要因によって起こる感染症が主流の時代に
は有効な健康観でした。赤痢菌や結核菌が見
つからなければ，健康といえたのです。しか
し戦後日本は，慢性疾患が主流の時代となり
ました。慢性疾患は複合要因によって起こる
病気であり，そのため，すべての要因と，そ
の要因間の関連性がわからないと，病気の原
因もわからず，また根本的治療も不可能です。
したがって慢性疾患は，本人が気づかないう
ちに密かに進行し，気づいた時は手遅れとい
われます。ところが，自覚がないうちに病気
が進行しているとなると，すべての人が病人
になります。そして人々は不安になります。
この病気に対して医学は，慢性疾患につな

がる異常（危険因子）を発見することに努力
を傾け，次々と新しい危険因子が出てくるよ
うになりました。その結果，異常のない健康
を目指して異常を排除していこうとしても，
いつまでたっても異常がなくならず，健康に
なれないという状況が深化してきたのです。
肥満や運動不足，喫煙，飲酒，ストレス等

さまざまな生活習慣のみならず，老化や死ま
でもが異常といわれる現代社会の病理を乗り
越えるためには，異常を包含した新しい健康
観を持つ必要があります。
この本を読んで是非一度，あなたにとって
異常とは何か，健康とは何かを考えてみて下
さい。人間はすべての異常をなくしては生き
られないし，異常のない人間は異常です。
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